中等一年生国語単元計画案　　　　　2010/04/21
　指導者　荻野　聡

単元名：エッセーを読み味わう

対象：東京学芸大学附属国際中等教育学校一年生（学年４クラス、１クラス約２６名）

単元目標

・エッセーという文種について理解を深め、エッセーを読み慣れることができる。

・図書館を利用することで図書館を学習に活用する意識を持つことができる。
・筆者の伝えたい内容をつかみ、その観点や表現の面白さに気づくことができる。
教材
・「ふろ場の散髪―続岳物語」
（学図中学一年）　
・「お年玉」

・「グッピーの惨劇」

・「答案の始末」

（さくらももこ『たいのおかしら』　１９９３　集英社）
・「家族への葉書」

・「四万十川のウナギ」

（俵　万智『りんごの涙』　１９８９　文藝春秋）

・「かすみ草のおねえさん」

・「わたしの好きな春の言葉」

・「方言のクッション」

（俵　万智『かすみ草のおねえさん』　１９９７　文藝春秋）
・メディアセンターから参考図書
→①同年代の筆者の作品、②自然科学的な話題を取り上げた作品、③時事的な話題を取り上げた作品、等々があると嬉しいです。他にも多岐に渡るジャンルのエッセーを揃えていただければと思います。
単元展開　（全５時間扱い）
第一次

　一時：エッセーという文種について学習する。「ふろ場の散髪―続岳物語」を読む。
　二時：「ふろ場の散髪―続岳物語」の難語句の意味調べと、内容の確認。
　三時：今まで読んだエッセーの面白さを三観点（筆者の観点・文章表現・話題の取り方）に分類してまとめる。
第二次

　四時：エッセーを読み、三観点からその面白さをまとめる。←メディアセンターでの授業（図書館オリエンテーションも兼ねる）。
　五時：自分が読んだエッセーを交換して読みあう。それぞれが書いたエッセーの推薦文も読みあい、意見を言い合う。
指導内容

○エッセーとは

→日常起こった出来事や感じたことを書いたもの。今回はノンフィクションのものをエッセーとして扱う。

○エッセーの味わい方としての三観点

①筆者の観点―――筆者の考え方や目のつけどころなど。

②文章の表現―――表現の選び方、文章の構成の仕方など。直接の引用でもよい。
③話題の選び方―――題材の取り方。①と若干重なる部分があるが、特に中心となる話題の選び方について。
（例）「ふろ場の散髪」

1 観点としての面白さ

バリカンで頭を刈られるのを息子が嫌がったことを息子の成長（自立）と捉えていること。
2 表現としての面白さ

「しかしその頭はもうどこから見ても「まだいいよ。」という状態ではなかった。だれが見ても「もうだめだ。」というようなむさ苦しいかつら頭になっていたのである。」

3 話題としての面白さ

父親と息子とのやりとりがバリカンを通して行われていること。

